
第二回 事例検討会 

９月～12月の育成支援重点目標 「気持ちの良いあいさつをしよう！！」 

出雲市放課後児童クラブ・放課後子ども教室合同研修会 

平田譲渡ネットワーク「ゆずりはネットワーク」 

 

 

 

  

 雨が降るごとに気温が下がり、秋らしくなってきました。外遊びに出られるようになり、子どもたちは元気

いっぱい体を動かしています。もう少し寒くなると、児童クラブ内は床暖房、エアコンで温度の調整を行います。 

寒くなると感染症が流行する季節になります。感染症予防のため、下校後や外遊び後のうがい・手洗いを児

童自ら行うことができるような声掛けをしていきます。 

 

 

 11月も引き続き「小学校から児童クラブに下校してきた時、児童クラブから帰る時に挨拶をする。」を目標

として取り組んでいきます。毎日の繰り返し、積み重ねが大切だと思います。大人が手本となるように職員も

取り組んでいます。保護者の方も迎えに来られた時にお子さんが挨拶しているかを意識して見ていただき、取

り組みにご協力お願いします。 

 

 

 10月７日（月）中山氏（All HEROｓ合同会社代表）を講師に合同研修会があり、職員３名が参加しました。

放課後の子どもたちとかかわるための支援員の役割と育成支援について、また発達段階に応じたかかわりに

ついて話があり、かかわり方のポイントについて学びました。ポイントとして、①職員が遊びを提案して、や

るかやらないかは子どもが決める②子どもをその気にさせる仕組みづくりをする③子どものストレスをポジ

ティブな活動で発散させる機会をつくるという話がありました。 

 また、保育施設や児童クラブでの重大事故の説明があり、おやつの時間は「食べながらふざけて遊ばない」

「口に食べ物が入ったまま動かない」「パンは水分を摂りながら食べて、一口を大きくしない」など話があり

ました。児童クラブでも都度子どもたちに声掛けをしています。ご家庭でも食事の時の注意点について話をお

願いします。 

 今回の研修を日々のかかわりに活かしていきたいと思います。 

 

 

10月 21日（月）今年度２回目の事例検討会を行いました。定期的に巡回相談にお越しいただく島根県東部

発達障害者支援センターウィッシュの心理スタッフで公認心理師の岩橋さんと職員で事例検討会を行い「ト

ラブル時の声のかけ方」について検討しました。１時間という限られた時間でしたが、職員からの疑問や意見

交換をして、岩橋さんからアドバイスをもらうことで、たくさん気づきと学びのある時間となりました。 

次回は１月 17 日（金）に事例検討会を行い、18 時から 19 時に保護者研修会を計画しています。詳細は後

日お知らせしますが、子育てのヒントとなるような話が聞けると思います。是非ご参加ください。 

 

 

 のびのび児童クラブで定期的に行っているリユースコーナーの活動を、平田地域で同じ活動をしている方々

と情報共有できるようにと、今年度７月に出雲市社会福祉協議会からのお声がけで「ゆずりはネットワーク」

が出来ました。のびのび児童クラブでリユースコーナー開催後、残った衣類・玩具を、無限大プロジェクトが

開催される「おかげさまるしぇ」のリユースコーナーに活用していただくなど、ネットワーク

を活かした活動を今後行っていく予定です。地域に役立つ取り組みになることを願っています。 

のびのび児童クラブだより 

令和６年度 11 月号 



ほっこりエピソード⑮ 

 

みんなでできる社会貢献活動を始めました！ 

朝日小学生新聞の購読を始めました！ 

東部けん玉大会開催決定 

危険予知トレーニング 

 

 

 ペットボトルのキャップ、ベルマーク、使用済み切手を集めることにしました。 

ペットボトルのキャップは、エコキャップ収集運動として、児童クラブで集めたキャップを山陰合同銀行へ

持参すると、リサイクルメーカーに売却し、その売却益で世界の子ども達にワクチンを届ける運動です。 

ベルマーク運動は、めざすものとして「すべての子どもに等しく、豊かな環境のなかで教育を受けさせたい」

という願いを込めた活動です。 

使用済み切手は、アジアやアフリカの保健医療協力のために役立てられています。 

 児童クラブに通う子にとって、自分がちょっとしたことでも誰かの役に立つことがあるということを知っ

てもらう機会になればと思って取り組みを始めました。ご協力をお願いします。 

 

 

子どもが活字にふれる機会を増やすために、朝日小学生新聞の購読を始めました。毎日発行で、

読むことで知らないうちに活字習慣が身につきます。大人が読んでも分かりやすい内容となって

いて、社会での出来事などに興味、関心を持つきっかけになればと思います。 

 

 

 長期休業にけん玉ワークショップで指導してくださる大坪さんから、島根県東部でけん玉大会を開

催したいと話がありました。 

 令和７年３月 23 日（日）に、のびのび児童クラブで開催することになりました。島根県東部での

開催は初めてということです。 

 詳細については、決まり次第お知らせします。楽しみにしていてください。 

 

 

 外遊びをしている時に子ども自身が危険を予測できるようになるために、１・２年生を

対象に外遊び担当の職員が日本スポーツ振興センターの「遊具でのけがに気をつけよ

う！」のワークシートを活用して、危ない遊び方をしている子、けがをしそうな子に〇を

つけて、その理由を考える時間を設けました。グループに分かれて、赤鉛筆で〇を付けて

意見を言い合い、発表しました。 

 自分から危険予知ができるように、今後も定期的に行っていきます。 

 

～のびのび児童クラブで、心がほっこり暖かくなったエピソードを紹介します～ 

最近、たくさんの「ほっこり」がありましたよ！！ 

 

 

１年生男子Ｍさんが、久しぶりにのびのび児童クラブに来たＹさんがレゴをするためＭさんの横に座った時

に「大丈夫？」と優しく声をかけていました。Ｙさんが「大丈夫だよ」と答えるとＭさんは「良かった」と一

言。何気ない一言かもしれませんが、Ｍさんの優しさ、人柄がでているなと嬉しい気持ちになり、とても微笑

ましい光景だと思いました。 

 



ほっこりエピソード⑯ 

 

ほっこりエピソード⑰ 

 

ほっこりエピソード⑱ 

 

ほっこりエピソード⑲ 

 

ほっこりエピソード⑳ 

 

カプラで遊ぶ様子 

 

 

ある日、２年生男子Ｓさんが「僕二階の掃除手伝ってあげるよ」と自ら職員に声をかけてくれました。そし

て二階にある学習用テーブルをすべて拭き掃除してくれました。とても嬉しい気持ちになり、「ありがとう

カード」にその気持ちを書いてＳさんに渡しました。 

 

 

 地域の方からたくさんのサツマイモを頂き、おやつで美味しく食べました。子どもたち有志がお礼の手紙を

書きました。「〇〇さん、さつまいもをくれてありがとう。おいしかったです。」など、それぞれ気持ちのこもっ

た手紙でした。後日、ご自宅に手紙を届けると、子どもたちのメッセージをとても喜んでおられました。家に

飾っておられるとのことです。 

 

 

 児童クラブで遊んでいると楽しくてなかなか帰りたくないと思うお子さんもおられます。職員が「お母さん

お迎えに来られたよ」と伝えても、分かっているけど・・・という姿があります。 

 ある日のミーティングで、Ａさんがスムーズに帰ることができるように、職員の中で誰が声をかけるとその

子の気持ちが動くだろうかという話をしました。そこで、日々Ａさんとよく会話をしていて、外遊びでも鬼ごっ

こやかくれんぼを一緒にしているＢ職員に声をかけてもらうと良いのではないかということになりました。 

 早速Ｂ職員がＡさんにある作戦を伝えたところ、Ａさんは帰る準備をしてＢ職員と楽しそうに作戦を実行

して、お母さんのお迎えにすんなりと帰ることができました。 

 日頃よくかかわっている職員は、子どもとの信頼関係ができているのだなと、改めて感じた出来事でした。 

 

 

 ９月から子どもたちとの日々のかかわりの中で、児童クラブで過ごす時間はどうか、困っていることはない

か、将来の夢があれば教えてと一人一人聞かせてもらっています。児童クラブで〇〇をして遊ぶのが楽しい、

〇〇ちゃんと遊ぶのが楽しい、将来のことはまだわからない、〇〇になりたいなど、いろんなお話が聞けて楽

しい時間です。 

 先日２年生Оさんと話をしている時に、職員が「将来が楽しみだわ」と話すと、「〇〇さんはもう大人じゃ

ん。将来の夢があるの？」と返してくれました。そこで「私の楽しみは児童クラブに来るみんなが大人になっ

た時に、お店や道端で出会った時に声をかけてくれるのが楽しみだよ。」と素直な思いを伝えました。 

 子どもたちの成長する姿がとても楽しみに思える日々です。 

 

 

 クリスマス会にやりたいことを子どもたちに聞いたところ、手話コーラス、ハンドベル、サンタさんに手紙

を書く、工作クラブを作ってクリスマスの飾りを作りたいなど、たくさん意見がでました。手話コーラスで発

表する曲についても、クリスマスらしい曲がいいと候補を４曲選び、メンバーで相談していました。 

 年々子どもたちが児童クラブでどんなふうに過ごしたいか、意見を言ってくれるようになりました。可能な

限り子どもたちの意見を尊重して、楽しい時間にできたらと思います。 
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＜お知らせ・お願い＞ 

☆ 令和７年度入会申込について 

申込期間：令和６年 11月１日（金）～12月６日（金） 

10月１日（火）から申込書を配布します。継続利用希望の方は書類をお渡ししますので、職員に

お声がけください。 

児童クラブは毎年入会申し込みが必要です。 

 

☆ 11月行事について 

11月５日（火）15：30～ 地震想定避難訓練 

11月 20日（水）集金袋配布 

11月 25日（月）13：30～14：30 所内研修 講師：島根大学名誉教授 肥後功一先生 

   

☆ 職員研修について 

令和６年度 児童虐待防止と対応講座（原） 

令和６年度 早期支援体制づくり研修会 オンライン （全職員） 

11月１日（金）しまね教育の日フォーラム 2024 （原） 

11月 14日（木）平田小学校授業公開（伊藤・原） 

11月 16日（土）17日（日）第 59回全国学童保育研究集会 岡山 （原） 

 

☆ 地域の方から、サツマイモをたくさんいただきました。焼きいもやふかし芋にして、子どもた

ちのおやつにして頂きました。ありがとうございました。 

 

☆ 児童クラブへのお迎え後、長時間敷地内で話をされることはお控えください。日

没が早くなり、暗くなるのも早いため、送迎車の出入りも多く危険です。 

 

 

 

   

 

 

 

のびのび児童クラブ めざす姿 

① 気持ちの良いあいさつ、返事、言葉遣いができる子 

② 人の話を聞くことができる子 

③ 自分の思いを表現できる子 


